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Ⅰ　令和８年度　中堅教諭等資質向上研修を実施する上での自己評価表

１　教職としての素養
	資質能力
	指　　　標
	評価（○で囲む）
	総合評価

	社会人として
求められる
基礎的な能力



教員の職責
	・円滑なコミュニケーションを通し、互いに協力したり補ったりして良好な人間関係を構築する。
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	
	・自他のストレス状態に気付き、軽減するための適切な知識や方法により、対処・助言する。
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	
	
	

	
	・教育全体への信用・信頼に応えることができるよう、自ら服務規律を遵守し、他の教職員にも働きかける。
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	
	
	

	
	・園全体の教育力向上に向け、協働的、組織的に研究等を推進する。
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	
	
	



２　教職の実践
1 園の運営を支えるマネジメント
	資質能力
	指　　　標
	評価
	総合評価

	学級経営・園運営

他の教職員との
　　　　連携・協働
小学校との
　　　　円滑な接続
保護者、地域等との
　　　　連携・協働
	・園児が安心できる「居場所づくり」や、支え合う「絆づくり」に配慮する。
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	
	・特色ある園づくりに向けて、企画・調整の力を発揮すると共にＯＪＴを推進し、組織としての教育力を高めようとする。
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	
	
	

	
	・課題解決に向けて時間や資源を効果的に用い、園運営の持続的な改善に参画する。
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	
	
	

	
	・小学校との円滑な接続の必要性を理解し、小学校と連携した取組を積極的に実践する。
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	
	
	

	
	・保護者、地域、関係機関との連携・協働のネットワークの中軸となり、課題解決について適切な提案や助言を行う。
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	
	
	


2 幼児教育
	資質能力
	指　　　標
	評価
	総合評価

	指導の設計･展開

指導の評価･改善
	・指導改善に向けての提案を行う。
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	
	・他の教職員の授業設計や指導上の課題に対して適切な助言及び支援を行う。
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	
	
	

	
	・幼児の活動における指導と評価の一体化についての課題を明らかにし、自らの知見や実践を自園の授業改善に生かす。
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	
	
	

	
	・園全体の実態から課題を把握し、自園のカリキュラム・マネジメントについて適切な提案や助言を行う。
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	
	
	

	幼児理解

幼児教育
	・幼児が自己存在感を実感する安全で安心な園・学級風土の醸成に努める。
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	
	・幼児理解について、教職員相互で共通理解が図られるよう、組織の環境を整える。
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	
	
	

	
	・諸課題の未然防止をねらいとした、意図的・組織的・系統的な教育プログラムを実践する。
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	
	
	

	
	・保護者や地域と連携しながら、教育活動全体を通じて、幼児が自己有用感をもって生活する力を育成する。
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	
	
	


⑶　危機管理
	資質能力
	指　　　標
	評価
	総合評価

	危機管理
	・園全体に目を配りながら、平常時の安全確保に努める。
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	
	・事故等の未然防止、早期発見、早期対応、再発防止に向けた提案・改善等について組織的に推進する。
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	
	
	


⑷　特別な配慮や支援を必要とする幼児への対応
	資質能力
	指　　　標
	評価
	総合評価

	特別な配慮や支援を必要とする幼児への対応
	・園全体の視点から教育活動や生活環境等の改善を推進する。
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	
	・関係機関等との連携を図りながら、組織的・計画的に指導、支援を行う。
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	
	
	


⑸　ＩＣＴや情報・教育データの利活用
	資質能力
	指　　　標
	評価
	総合評価

	ＩＣＴや情報・教育
データの利活用
	・ＩＣＴ活用の現状や情報・教育データを俯瞰的に捉え、課題を明確にし、解決に向けて働きかける。
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ



		
